
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 12 月 5,6 日、日野から 8 名で

中越地震救援ボランティアに参

加。地震から１か月半の被災地

は、一見何も無かったようでし

たが、現地の人との会話や聞き

取りの中で深刻な事態がわかりました。「家の調査に

は来たが、まわりだけで家の中まで見てくれない」

「判定は一部損壊だが疑問」などの声に、「３回まで

申請できるから納得できるまで見てもらって」と、声

をかけてきました。 

 真新しい住宅団地の外周路が崩れ落ち、家は傾き住

めない住宅も。悩みはローンの返済とこれからの住ま

いです。朝の打ち合わせで高橋衆院議員が「日本共産

党は数は少ないし大きなお金を動かすことはできない

が、被災者の皆さんと密着した活動で要望を汲み上げ

国を動かしつつある」と、臨時国会の成果を報告しま

した。マスコミの報道が少なくなった今も、二百名を

こえるボランティアが活動し被災地を励ましているこ

とに、あらためて感動しました。 

 

 

『
平
和
と
緑
の
ま
ち
で
く
ら
し
た

い
』
日
野
市
民
の
会
は
、 

十
一
月
二

十
四
日
総
会
を
開
き
、
来
年
四
月
に

行
な
わ
れ
る
日
野
市
長
選
挙
の
予
定

候
補
者
と
し
て
、
弁
護
士
の
窪
田
之

喜
氏
を
擁
立
す
る
こ
と
を
決
定
。 

二

十
八
日
の
「
市
民
の
集
い
」
で
正
式

に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。 

 

挨
拶
に
た
っ
た
窪
田
氏
は
「
弱
肉

強
食
の
社
会
に
す
る
の
か
、
世
界
で

も
、
日
本
で
も
、
自
治
体
で
も
大
き

く
問
わ
れ
て
い
る
」
「
憲
法
は
軍
拡
や

戦
争
の
た
め
に
税
金
を
使
う
の
で
は

な
く
、
人
間
ら
し
く
生
き
る
た
め
に

税
金
を
使
こ
と
を
決
め
て
い
る
」

「
私
は
憲
法
と
自
治
を
生
か
し
、
人

権
が
守
ら
れ
、
市
民
の
心
が
通
う
市

政
を
実
現
し
た
い
」
と
、
決
意
を
表

明
し
ま
し
た
。 
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市議会議員 

●窪田之喜氏の略歴● 

 窪田氏は、弁護士歴２９年。第二東京弁護士会多摩支

部長などを歴任し、99 年から日野市民法律事務所を市

内に開設しています。不当労働行為、病院の大型倒産の

再建など、多くの社会的事件を手がけてきました。また,

憲法や地方自治の研究活動、市内のさまざまな住民運動

にも積極的に関わっていました。８年前の（前々回）市

長選挙では、馬場市長と一騎打ちのたたかいで惨敗して

います。 

☎ ５９１－７３７６ 
ａｋｉｔｏ.ｎ＠ｍ３.   
  ｄｉｏｎ.ｎｅ.ｊｐ 

２００５年４月・日野市長選挙  

弁護士の窪田之喜（ゆきよし）氏を擁立 

 

● 生活保護申請に関する相談 

● 用水跡地払い下げに関わる相談 

● 保育園のアレルギー食に関する相談 

● 市議会の様子をケーブルテレビで中 

  継できないか（要望） 

      ✽ミニニュース✽ 

● 三沢のマンション建設問題で地元梅が丘の自治会 

  では、工事差し止めの仮処分申請を八王子地裁に提 

  出。裁判でもたたかうことに。 

● 日野市では、「ふるさと博物館」を新撰組専用の展 

  示館とし、現存する博物館を高幡台小跡に移す構想 

  を決定し、市民の議論を呼んでいます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
日
本
共
産
党
市
議
団
は
、
１１
月
１６
日
、
来
年
度
予
算
編
成
に
対
す

る
要
望
書
を
、
馬
場
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
要
望
書
は
、
市
民
の

暮
ら
し
向
き
が
大
変
な
う
え
に
、
医
療
、
年
金
、
介
護
な
ど
の
負
担

増
が
そ
れ
に
追
い
打
ち
を
か
け
て
い
る
実
態
を
ふ
ま
え
、
「
市
民
の

暮
ら
し
、
福
祉
、
教
育
を
最
優
先
に
し
た
予
算
編
成
」
を
要
望
し
て

い
ま
す
。 

 

主
な
項
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

三沢３丁目の地下室型マンション 

市が業者の事前協議申請を受理 
 三沢３丁目の地下室型マンション建設計画

で、市は『まちづくり指導要綱』に基づく業者

の「事前協議」申請を受理していることが判明

しました。市の申請受理は、条例施行前に業者

の「駆け込み的」に開発許可を得ようとするも

のを、容認することにもつながりかねません。  

 市は、地上部分が３階建てから２階建てに変

更され、「周辺住民の同意」条項の適用外とな

ったとしていますが、「地下」部分は６階建て

で、実質的には８階建てマンションです。 

 市は、「本来、３階までしか認可されない低

層住宅地域に、高層マンションを建設するよう

な脱法行為は許さない」という、制定した条例

の趣旨の立場に立ち返って対応すべきです。 

暮
ら
し
と
営
業
守
る 

 

国
保
税
の
値
上
げ
中
止
。
就
学
援
助
や
奨
学
金
の
拡
充
。 

 

雇
用
相
談
窓
口
の
開
設
。
低
金
利
緊
急
融
資
制
度
の
創
設
。 

高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
の
充
実 

 

介
護
保
険
料
、
利
用
料
軽
減
制
度
の
維
持
・
拡
充
。
グ
ル 

 

ー
プ
ホ
ー
ム
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
整
備
、
入
院
見
舞
金 

 

制
度
の
拡
充
、
精
神
、
知
的
障
害
者
施
策
の
充
実
、
障
害 

 

者
雇
用
の
促
進
な
ど
。 

保
育
、
子
育
て
支
援 

 

認
可
保
育
所
の
増
設
。
ゼ
ロ
歳
児
、
延
長
、
産
休
明
け
な 

 

ど
拡
充
。
乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化
を
小
学
生
ま
で
拡
充
。 

 

学
童
ク
ラ
ブ
の
増
設
。
市
立
病
院
の
小
児
科
存
続
な
ど
。 

教
育
予
算
の
充
実 

 

校
舎
、
体
育
館
、
ト
イ
レ
な
ど
の
改
修
・
改
築
。
音
楽
室
、 

 

図
書
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
。
生
徒
急
増
の
学
校
の
教
室
不 

 

足
解
消
。
図
書
館
司
書
の
配
置
な
ど
。 

良
好
な
住
環
境
を
守
る 

 

実
効
性
あ
る
『
ま
ち
づ
く
り
条
例
』
の
制
定
。
横
田
・
厚 

 

木
基
地
の
撤
去
。
ミ
ニ
バ
ス
・
ワ
ゴ
ン
タ
ク
シ
ー
の
拡
充
。 

 

高
幡
駅
改
修
と
一
階
改
札
口
の
存
続
。 

民
主
的
な
行
財
政
改
革 

 

総
合
体
育
館
建
設
計
画
の
凍
結
・
再
検
討
。
談
合
な
ど
の 

 

不
正
防
止
と
地
元
中
小
企
業
へ
優
先
発
注
。
地
方
財
源
削 

 

減
の
三
位
一
体
改
革
に
反
対
す
る
。 

東電高幡変電所建設問題で 

党市議団が市長に公開質問状 

日本共産党市議団・新年度予算要望を市長に提出 

     福祉、教育、くらし最優先の編成を 
 

厚
生
、
国
民
両
年
金
の
支
給
で

は
、
年
間
基
本
額
を
支
給
回
数
の

六
で
割
っ
て
生
じ
る
一
円
未
満
の

端
数
が
切
り
捨
て
ら
れ
る
の
に
、

公
務
員
の
共
済
年
金
で
は
基
本
額

の
全
額
が
補
償
さ
れ
る
。

月

日
付
け
の
『
東
京
新
聞
』
の
記
事

で
す
。
共
済
年
金
で
は
年
度
の
最

終
支
給
月
に
切
り
捨
て
分
が
加
算

さ
れ
、
基
本
額
が
全
額
支
給
さ
れ

る
と
い
う
の
で
す
▽
７
月
に
、
本

ニ
ュ
ー
ス
を
お
読
み
の
方
か
ら
、

資
料
も
添
え
て
中
野
議
員
あ
て
に

同
じ
よ
う
な
疑
問
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
方
は
厚
生
年
金

の
受
給
者
で
す
が
、
六
回
の
支
給

分
を
合
計
す
る
と
年
間
基
本
額
よ

り
６
円
少
な
い
こ
と
に
疑
問
も
ち
、

社
会
保
険
庁
に
質
問
状
を
出
し
ま

し
た
が
、 

先
月
や
っ
と
回
答
な
る

も
の
が
届
き
ま
し
た
▽
曰
く
、
「
国

と
年
金
を
受
け
取
る
方
と
の
債
権

債
務
は
、
各
支
払
い
月
が
到
達
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
確
定
す

る
」
と
い
う
理
屈
で
す
。
「
内
税
表

示
前
の
消
費
税
で
は
合
計
額
に
税

率
を
乗
じ
て
計
算
す
る
よ
う
財
務

省
は
通
達
し
、
個
々
の
ア
イ
テ
ム

ご
と
の
税
額
を
計
算
し
端
数
を
切

り
捨
て
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
。

役
所
と
い
う
も
の
は
勝
手
な
も

の
」
と
は
、
こ
の
方
の
弁
で
す
。 

短

信

 
 

日
本
共
産
党
市
議
団
は
、

月
４
日
、
東
京
電
力
の
高
幡
変
電 

所
建
設
の
問
題
に
つ
い
て
、
馬
場
市
長
に
対
し
公
開
質
問
状
を
提 

出
し
ま
し
た
。
こ
の
問
題
は
経
過
か
ら
し
て
も
、
ま
た
、
市
施
行 

の
区
画
整
理
地
域
内
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
も
、
日
野
市
の
姿 

勢
が
大
き
く
問
わ
れ
る
問
題
で
す
。 

 

質
問
状
の
要
旨
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。 

① 

東
電
は
、
「
周
辺
住
民
の
大
方
の
理
解
が
得
ら
れ
た
」
と
い 

 

 

う
説
明
を
市
に
対
し
て
も
行
な
っ
た
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
東 

 

電
は
ど
ん
な
根
拠
を
示
し
た
の
か
。
日
野
市
も
そ
う
判
断
し
て 

 

い
る
の
か
。 

② 

そ
の
根
拠
と
し
て
東
電
は
、
旧
『
反
対
同
盟
』
か
ら
の
容
認 

 

す
る
旨
の
文
書
を
受
け
取
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
市
は
掌
握
し 

 

て
い
る
の
か
。 

③ 

『
高
幡
の
環
境
を
守
る
会
』
の
構
成
員
は
、
市
の
区
画
整
理 

 

で
負
担
と
協
力
を
得
た
地
権
者
や
、
区
画
整
理
保
留
地
を
購
入 

 

さ
れ
た
方
々
で
あ
る
。
「
大
方
の
理
解
」
と
い
う
場
合
、
こ
う 

 

し
た
変
電
所
に
隣
接
の
方
々
の
同
意
は
、
最
も
重
要
な
要
素
。 

 

そ
の
圧
倒
的
多
数
が
不
同
意
を
表
明
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら 

 

ず
、
東
電
が
「
大
方
の
理
解
を
得
た
」
と
説
明
し
て
い
る
こ
と 

 

に
つ
い
て
市
長
は
ど
う
考
え
る
の
か
。 


